
無人航空機散布もできます。 販売開始以来
３５年以上！
安定した高い効果！



■使用上の注意
●散布に当っては、田水深を3cm以上にし、散布後少なくとも3～4日間は湛水状態を保ち、散布後7
日間は落水、かけ流しはしないでください。なお漏水の激しい水田では使用をさけてください。

●葉いもちに対する初発時の散布は多発の場合、効果が劣ることがあるので、散布時期に注意してく
ださい。

●本剤を無人航空機による散布に使用する場合は次の注意事項を守ってください。
　①散布は散布機種の散布基準に従って実施してください。
　②無人航空機用粒剤散布装置によって散布してください。
　③事前に薬剤の物理性に合わせて粒剤散布装置のメタリング開度を調整してください。
　④豆、野菜類には薬害を生じるおそれがあるので、付近にある場合にはかからないように注意して
　散布してください。

　⑤散布薬剤の飛散によって動植物等に被害を生じるおそれがあるので、散布区域内の諸物件に
　十分注意してください。

　⑥散布薬剤が水源池などの水系に飛散流入しないように十分注意してください。
●本剤の使用に当っては使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意し、特に初めて使用する
場合には病害虫防除所等関係機関の指導を受けてください。

■安全使用上の注意
●本剤は眼に対して刺激性があるので、眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手当を受けてく
ださい。

●かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。
●水産動植物（魚類）に影響を及ぼすので、養魚田では使用しないでください。
●無人航空機による散布で使用する場合は、河川、養殖池等に飛散しないよう特に注意してください。

【保　管】密封し、直射日光をさけ、冷涼・乾燥した場所に保管してください。
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●いもち病、とりわけ穂いもちに対して高い効果を発揮します。
●有効成分が速やかに吸収されるので、散布適期が幅広く出穂5日前まで使えます。
●いもち病菌の侵入、胞子形成を阻害し、胞子の病原性を低下させることで、いもち病の
　感染・蔓延を防止します。
●無人航空機による散布ができます。

稲 いもち病

１～１．５ｋｇ

１ｋｇ

葉いもちに対しては
初発１０日前～初発時

穂いもちに対しては
出穂３０日前～５日前まで

２回以内

散布

無人航空機に
よる散布

３回以内
（直播でのは種時又は

移植時までの処理は１回以内、
本田では２回以内）


